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研究成果の概要（和文）：本研究は，近年急速に進行したグローバリゼーションを受け，その

経済的影響を分析する目的で出発した．研究開始直後に起きた世界金融危機をうけ，金融市場

を中心に，財市場，労働市場，所得分配など，様々な角度から分析を行い，現代の経済問題の

多くがグローバリゼーションによる市場の質の変化で説明されることを示した．大部分の研究

成果を英文専門誌に発表する（64 本）とともに，一般向けのアウトリーチ活動も広く行った． 
 
研究成果の概要（英文）：This research program was started to investigate the economic effect of 
globalization, which has rapidly been progressing since the early 2000.  In consideration of the world 
financial crisis that occurred at the beginning of our program, we have given a special attention to 
financial markets and analyzed the effect of globalization on various economic activities and income 
distribution.  We have demonstrated that many of the current economic issues can be regarded as a 
consequence of a change in market quality due to globalization.  We have published most of our 
research outputs in English academic journals (64 papers).  At the same time, we have placed a special 
focus on public outreach activities. 
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１．研究開始当初の背景 
 
  20 世紀の後半以来，著しい速度でグローバ
リゼーションが進展しており，学術的にも，
その功罪について絶え間なく議論がなされ
てきた．これを受けて，本研究プロジェクト
は，グローバリゼーションの功罪を，経済の
さまざまな側面について，効率性や公正性，
公平性の観点から，複雑系理論，実証分析，
シミュレーション分析などを駆使して，経済

学的に分析しようという問題意識から出発
した． 
 
２．研究の目的 
 
  2008 年秋のリーマンショックで顕在化し
た金融危機を通じて，不幸にして，我々の問
題意識がきわめて時宜を得たものであるこ
とが実証された．一方で，グローバリゼーシ
ョンにより，情報や財の国際的な移動コスト
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が大幅に低下し，1990 年代，世界経済は未曾
有の成長を遂げた．他方で，アメリカの不動
産バブルを通じて生み出されたサブプライ
ム・ローン問題を，世界の金融市場全体にお
ける，クレジット・デフォールト・スワップ
（CDS）に代表される，派生証券の過剰供給
に転換し，世界規模の金融危機を演出したの
もグローバリゼーションである． 
  大恐慌以来といわれる深刻な経済危機を
受けて，「グローバリゼーションと発展・安
定」および「グローバリゼーションと分配の
公正性」の解明という本研究のテーマに加え，
「グローバリゼーションと経済危機」を中心
的テーマにおいて，研究を行った． 
 
３．研究の方法 
 
  金融危機を受け，新たに加えられたテーマ
で研究を行うと同時に，当初設定した多数の
研究テーマのうち，金融危機の説明に直結す
る危急のテーマから順次，研究を進めてきた． 
  矢野の提唱する「市場の質理論」では，技
術進歩が市場制度を現実のニーズから乖離
させ，「市場の質」を低下させ，経済危機を
創出するとされる．特に，今回の世界金融危
機は，グローバリゼーションにより，国際間
における景気循環の連動性の高まりに原因
を求められる． 
  このような問題意識から，本研究では， 
Nishimura and Yano (1993) を拡張し，(1) 国家
間での外部性と景気循環の連動性，(2) 期待
と景気循環の振幅，(3) 経済危機の周期的発
生と経済制度の関係といった問題を複雑系
やシミュレーションなどの手法を使って分
析した．さらに，グローバリゼーションと所
得分配の関係と金融危機の関係について，理
論・実証分析を進めてきた． 
 
４．研究成果 
 
  研究代表者・分担者は「社会的共通資本」，
「ひと」，「もの」，「かね」，「数学的基礎」の
五つのグループで，交流を図りながら研究を
進めている．大規模な国際会議や定期的なワ
ークショップ（19 回）や研究討議（年 50 回
程度）により，グループ間の強固な連携体制
を作り，積極的に研究を続けてきた．なお，
本研究における金融危機の分析は，特別推進
研究「経済危機と社会インフラの複雑系分
析」（代表：矢野誠 京都大学経済研究所教授）
として引き継がれている． 
  
  最初に，グローバリゼーションに直接関係
する成果を紹介する．矢野は Yano [14]におい
て，厳密な市場の質の定式化を行い，過去の
経済危機がグローバリゼーションを通じた
市場の質の低下によって創出されたメカニ

ズムを提示した．この研究で，第一次産業革
命直後に問題となった労働者の搾取や第二
次産業革命直後の産業独占の形成など生産
性の拡大が経済危機に直結する可能性が示
され，また，1930 年代の大恐慌は第一次世界
大戦後のグローバリゼーションによる生産
力の拡大を背景とする可能性が示された．こ
の研究は，現在の世界金融恐慌が第三次産業
革命を通じたグローバリゼーションと密接
な関係がある可能性も示唆している． 
  また，Yano [6] は「カネ」グループの研究
の一環として，「金融市場の質」という観点
から，2008 年の金融危機に関する分析を行い，
国際間の金融政策の協調の失敗が金融危機
の原因となった可能性を指摘した．吉野，樋
口，矢野[ 図書 2 ]では，同様の視点から日本
経済の分析を行った． 
  Yano and Honryo [1,2,7] など 3 本の論文に
おいて，法制度を当初計画にある「社会共通
資本」として捉えるという見方を展開し，グ
ローバリゼーションの進む経済における競
争法の国際間協調の可能性を分析し，大きな
成果を上げた．競争法の国際間協調の問題は
法律の分野では広く取り上げられている．し
かし，本来は，経済学的モデルを利用して，
ゲーム理論的視点から分析されるべきとも
いえる．そのような取り扱いは既存の経済学
では行われたことがなく，本プロジェクトの
成果は，この分野の先駆的業績と評価できる． 
  また，吉野は Yoshino and Mizoguchi [12], 吉
野，飯島[39]において，グローバリゼーショ
ンを通じた環境変化に対応するという視点
で，我が国や発展途上国の公共事業の新たな
資金調達メカニズムを提示した． 
  西村，矢野，新後閑，スタハースキーは，
Nishimura, Venditti, and Yano [8,15], Nishimura, 
Mattana, and Shigoka [18]や Nishimura, Taka- 
hashi, and Venditti [16]，Nishimura，Bosi, and 
Venditti [19], Doi, Nishimura, and Shimomura 
[31], Chen, Nishimura, and Shimomura [27], 
Kikuchi and Stachurski [21]  などの論文で外
部性が存在する経済における景気循環の国
際連動性の説明を行った． 
  柴田は Ono and Shibata [13], Futagami, 
Kaneko, Ono, and Shibata [28], Iwamoto and 
Shibata [29]などにおいて，資産市場の国際的
統合が進んだ経済における貿易パターンの
研究で大きな業績を残した． 
  照山はグローバル化する日本経済を支え
る労働市場の構造について，照山[35]，岡本，
照山[37]などにおいて実証研究を行った． 
   
  次に，グループ間の討議を通じて派生的に
生まれた様々な研究の一端を紹介しよう． 
 
「社会的共通資本」グループ： 
  (1)社会共通資本と成長・所得とに存在する



国際間格差，世代間格差の問題や，社会共通
資本としての市場の「質」の問題を取り扱っ
た．社会的共通資本と経済成長・国際間の所
得格差に関する研究を進め，国際的所得分布
を研究するために，分布の計算方法を分析し
た(平田, 西村, 八木, 浦坂[34])． 
  (2)本研究プロジェクトで社会的共通資本
分析での基礎概念となる「市場の質」を，配
分の効率性と価格の公正性という二つの要
素によって定義し，社会的共通資本としての
「価格の公正性」を競争上の公正性という概
念を使って提唱することによって厳密に定
式化することに成功した(Yano [14,24])． 
 
「ひと」グループ： 
  (1)照山と矢野[36] が労働市場の制度と市
場の質の関係に関する実証研究により，市場
の質の定義の実証的検証を行い，近年の制度
的改革によっても，向上に向かわない我が国
の市場の質を実証的に検討した．この研究は，
市場の質という新しい概念の最初の実証分
析と位置付けることができる． 
  (2)我が国の労働市場の質の実証的な解明
を中心的なテーマとして一連の研究を行っ
た(照山, 玄田[40], 照山, 太田, 玄田[41])．ま
ず，企業の労働者に対する学力評価に注目し，
独自に実施した調査票調査を下にミスマッ
チ失業の背後にある問題を検討した．また，
近年の失業率上昇の主因はマクロ的な経済
ショックの失業率への影響の持続性が高ま
ったことにあり，その持続性は，学卒時の労
働市場状況が労働者の職歴に長期に渡り影
響する世代効果がもたらしている可能性が
あるとの示唆を得た．さらに，グローバリゼ
ーションが進展する下での，労働市場の変化
と失業率上昇に関する実証研究を行った．そ
の結果，雇用が不安定な非正規労働の増加が，
1990 年代以降の失業率の変動の性質に重要
であり，かつ，正規労働・非正規労働間の選
択に関し，労働者間で公正性が満たされてい
ない可能性を検証した． 
  (3)ミクロ・データによる実証分析によって，
1990 年代と 2000 年代前半を通じて，操業を
続けている事業所で発生する雇用創出・雇用
消失よりも，事業所の開廃業によって発生す
る雇用創出・雇用消失の方が雇用変動に支配
的な影響を及ぼしていることを示した．こう
した研究から，我が国の労働市場には，一層
の高質化が求められていることが示された．
さらに，日本の教育に関するアンケート調査
を行い，今後の分析の基礎となるデータセッ
トを構築した．これらの他にも，シンポジウ
ム「２１世紀の大学教育と人材育成『競争力
の再生向けて』」を開催した． 
  (4)所得分配に関しては，ポバティトラップ
や所得分配の不平等性を研究した（Nishimura 
and Raut [33]）．また，市場の質の側面から見

た我が国の不公正な賃金形成について実証
的な検証を行った（照山，矢野 [36]）． 
 
「もの」グループ： 
  (1)経済成長モデルに外部性を導入した場
合に特徴的に現れる多数均衡の分析を，閉鎖
経済モデル，２国貿易モデルとのそれぞれで
行った．離散時間モデル，連続時間モデルに
おける結果も比較検討した．また，マクロモ
デルに外部性を導入することで，経済主体間
の相互依存関係を動学的に分析し，多数の均
衡経路・多数の斉一成長経路が出現し，ホモ
クリニック軌道も出現することを明らかに
した. また，国際間の金融資産が自由に取引
できる状況下での二部門成長モデルを分析
し，各国の主観的割引率と特化パターンの間
には直接的な関係がなく，例えば，より高い
割引率を持つ国（貯蓄性向の低い国）が資本
集約的な産業に特化する可能性があること
を示した．(Benhabib, Nishimura, and Shigoka 
[26], Nishimura and Venditti [11,32], Nishimura, 
Nourry, and Venditti [17], Nishimura, Mattana, 
and Shigoka [18], Matsuo, Nishimura, Sakagami, 
and Venditti [25], Bond, Iwasa, and Nishimura 
[3], Nishimura, Bosi, and Venditti [9], Maruyama 
[23])． 
  (2)日本の貿易構造，政治構造の在り方につ
いて，実証的な検討を行った (Strom and 
Yoshino [22], Hirata and Kim [42] )． 
 
「かね」グループ： 
  (1)我が国の資金の流れの変化を資金循環
勘定を用いて分析し，今後の大量国債の発行
による変化について分析した．また，レベニ
ューボンドによるアジア諸国のインフラ整
備，さらには，中小企業金融のデータ整備に
関する金融の政策提言を行い，実際の政策に
応用されつつある（吉野[38], 吉野，飯島[39]）． 
  (2)国際間の金融資産取引が自由にできる
状況で，課税の各国の長期的成長率や産業構
造への効果を分析した(Ono and Shibata [13])． 
 
「数学的基礎」グループ： 
  (1) 確率的な経済における定常的競争均衡
の特徴付けを行い，数値的に計算する手法を
開発した (Nishimura and Stachurski [10]). 
  (2)標準的な価格付けモデルを多数財を含
むモデルに拡張し，様々な形のエルゴード性
を証明した(Nishimura and Stachurski [20])． 
  (3)全体の数学的基礎として，資本ストック
が存在する動学的一般均衡モデルにおける
均衡の大域的不決定性，Hamilton-Jacobi- 
Bellman 方程式の周期解，非線形常微分方程
式で記述される景気変動などのテーマで研
究をすすめた(Maruyama [5]).  
  (4)人間の思考のタイプの違いによって，意
思決定のあり方が異なること，そしてそのあ



り方を，ゲームの実験を通して行動経済学的
に明らかにした．また，脳の計測結果とも対
応させることで，神経経済学とも対応させた
(Nishimura, Tobinaga, and Tonoike [30])． 
  (5)ナイト流の不確実性の下での独占企業
の最適価格設定の数学的特徴付けを行った．
（Asano and Shibata [4])． 
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